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以下の記載は、表題の診療ガイドラインから漢方製剤に関する記述を抽出したものです。診療にお

いて漢方製剤を使用される場合には、必ず、ガイドライン全体をお読みになり、その位置づけを正し

く理解された上で行ってください。 

ガイドラインのバージョンは最新のもののみを掲載しています。改定がなされていないガイドライン

は、そのまま掲載しています。このガイドラインとその中の漢方の記載を、診療の参考にすべきか

どうかの判断は、使用者の責任で行ってください。 
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Minds掲載 有 

 

■1小麦、胡麻、桃仁、山薬、阿膠、消風散、紫雲膏 

疾患: 

食物アレルゲン 

副作用に関する記載ないしその要約: 

食物アレルゲンを含む薬剤・ワクチンのその他の項に、下記の記載がある。 

『漢方薬の中には小麦 (該当生薬: 小麦) 、ゴマ (生薬名: 胡麻) 、モモ (該当生薬: 桃

仁) 、ヤマイモ (生薬名: 山薬) 、ゼラチン (生薬名: 阿膠) などを含むものも存在する。特

に消風散 (胡麻を含む) と紫雲膏 (胡麻を含む) は湿疹治療に使用されることがある。』 

http://www.jsom.or.jp/medical/ebm/er/pdf/090005.pdf
http://www.jsom.or.jp/medical/ebm/er/pdf/090005.pdf

